
研究者としての初期キャリアについて語ろう
―最初の一歩をどう踏み出すか―

日 時

主催：同志社大学社会福祉教育・研究支援センター
共催：同志社大学社会学会

場 所

2023年11月5日（日）13：00～16:00 

司 会

シ ン ポ ジ ス ト

廣野 俊輔（同志社大学 社会学部社会福祉学科 准教授）

口村 淳（岡山県立大学 保健福祉学部現代福祉学科准教授）

村田 隆史（京都府立大学 公共政策学部福祉社会学科准教授）

梅谷 聡子（花園大学 社会福祉学部社会福祉学科嘱託講師）

主 旨

同志社大学新町キャンパス臨光館 R207

申し込み・連絡先

derc-sw@mail.doshisha.ac.jp （同志社大学社会福祉教育・研究支援センター事務局）

〈申し込み時、①シンポジウム参加希望であること、②氏名、③所属をご記入ください。〉

＊参加費は無料です。

＊参加を希望される方は、準備の都合上、10月27日（金）までにお申し込みください。

（当日参加も可）

研究者になるにはさまざまなルートがありますが，いずれにせよ大切にな
るのが初期のキャリアをどう積み重ねていくかということです。「新人」や「若
手」という言葉にはまだまだこれからといったイメージがつきまとうかもしれま
せんが，一人ひとりにとっては，若手のうちにどんなキャリアを積むのかはと
ても重要な課題に違いありません。本シンポジウムでは、去年のシンポジウ
ムにひきつづき、様々な経験をもつ若手教員に集っていただき，初期キャリ
アのやりがい、大変さ、アドバイスなど腹を割って話していただきたいと思い
ます。大学院生の皆さん、奮ってご参加ください。
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